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我々は,看護基礎教育においてラベルワーク
を演習 (梶谷,2006)や実習 (石橋,2006),
授業評価 (吾郷,2006)に用い,参画型看護教
育を試みてきた。ラベルワークには紙ラベルを
用いていたため,手書き文字の読みにくさ,ラ
ベルの管理,情報の共有,情報の後利用などに
は限界があり,多くの課題があった。その課題
を解決するため,株式会社エネックスが開発し
た携帯電話を利用 した参画支援ソフトウェア
“EC I L S"(Enex Creaivity lnformation
Link System)を活用するシステムを試案し報
告してきた (吾郷,2007)。“ECILS"の主
な機能は,①リアルタイムアンケート集計,②
羊株式会社エネックス
本研究は,本学平成18年度の特別研究費の助成
を受けて行った。
看護学科2年次生80名と専攻科 :地域看護学専攻30名の学生の携帯電話に対す
るイメージや利用状況を明らかにするとともに,看護学科2年次生の講義に携帯
電話を活用した参画支援ソフトウェア “ECILS"を活用し,評価した。
その結果,学生全員が携帯電話を持っており,便利に活用していると思われるが,
養成課程の違いにより不安の内容等に違いが見られた。また, “ECILS"を活
用した評価は, ラベル新聞の評価が最も高かった。
今後も, “ECILS"をより使いやく改善するとともに,学生に利点や活用方
法を伝えることが必要である。また,学生・教員ともに自己教育力が培われるこ
とが推祭された。
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自己教育力
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メッセージコミュニケーション,③出席管理,
④簡易理解度測定 (小テスト),⑤課題提出,
⑥連絡網,⑦メッセージ検索である。また, こ
の機能を有効に活用することで,①携帯電話に
よる利便性の向上,②学生の参画力向上,③教
員の教育力向上,④コミュニケーションツール
としての確実性,⑤情報活用の広がり,⑥情報
管理とモラルの向上,が期待された。
参画力とは, 自らそこにコミットメントし,
課題解決に向かう行動を企画・実施・評価でき
る力と考えられている (金城,2006)。そのた
め,関与する意識と課題解決力,学びの伝達と
その表現技能を育成することが必要である(林,
2002)Ь我々は,試案した “ECILS"を看
護学生の参画力育成に向けた取組みの一貫とし
て,講義,演習,実習など様々な教育の場にお
いて活用している。
今 回 は,参画 支 援 ソ フ トウ ェ ア
“ECILS"を評価し, システムの改善点に
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エ シ リ  ス
ついて検討した。また, “ECILS"導入に
あたり,看護学生の携帯電話に対するイメージ
や利用状況を明らかにした。
H.方 法
1.携帯電話のイメージや利用状況
携帯電話に対するイメージや利用状況は,看
護師養成課程 (以下,看護師課程とする。)の
2年次生の80名,保健師養成課程 (以下,保健
師課程とする。)の30名が対象である。調査は,
前期の初回授業時に無記名のアンケートを実施
した。調査内容は総務省の通信利用動向調査(総
務省情報通信制作局,2007)を参考に作成した
インターネット利用における不安などとSD法
の7段階尺度による携帯電話のイメージであ
る。
2.“ECILS"の評価
短期大学における看護師課程で,精神看護学
の1科目 (2単位 。30時間,90分授業を15回)
において “ECILS"を活用した。授業を受
けた80名を対象に,授業終了後に自由意思によ
る無記名のアンケート調査を実施した。調査内
容は,本システムの利用状況や各方法について
で,普通を「0」 として,特に悪い「-3」か
ら特によい「3」 の7段階尺度で評価した。
3.分析方法
分析は,統計ソフトSPSSver.14,O Windows
版を用いて,基本統計量や度数,等分散性のた
めのLeveneの検定やPearsonのカイ2乗検定等
を行った。
4.倫理的配慮
調査目的ともに,①自由意思,②アンケート
は無記名,③個人が特定されることはない,④
協力の有無により不利益はない,⑤成績とは無
関係,⑥提出を持って承諾と判断する,⑦公表
などについて,文書と口頭で説明し,協力を得
た。また,この研究は,学内の研究倫理審査委
員会の承認を得て行なった。
Ⅲ.結 果
携帯電話のイメージや利用状況
アンケー トは,看護師課程78名(回収率
97.5%),保健師課程30名(100%)から回答を
得た。
携帯電話とパソコンの利用状況を表1に示し
た。携帯電話は両課程とも全員が保有しており,
携帝電話の所持状況として「あまり持っていな
い」と答えたのイよ看護師課程の3名で,他は「常
に持っている」「大体持っている」と答えていた。
携帯電話のインターネットを利用していない者
は探健師課程6.70/0,看護師課程11.5%で,利用
している者のうちインターネット利用上の不安
として「少し不安」「不安」と容えた者は保健
師課程の50.0°/0に比し看護師課程は31.9%と少
なかった。また,不安の内容は,保健師課程は
「ウイルス感染」50.0%,「セキュリテイ封策」
43.30/0,「個人情報録護」33.3%の順で多かった。
看護師課程は「個人情報保護」26.90/0,「違法・
有害情報」20.5%,「セキュリテイ対策」11.50/0
の順であった。このように看護師課程は保健師
課程に比し不安が少ないなど,程度や内容に違
いが見られた。また,携帯電話のインターネッ
ト契約形態が定額と答えたのは,保健師課程
ヤ0.0%,看護師課程62.8%で,保健師課程は看
護師課程より有意に「高額」と答えていた。
パソコンを保有しているのは,保健師課程
96.70/0,看護師課程94,90/0であった。利用して
いる者のうち,看護師課程では30.6%が「特に
不安はない」と答えており,「少し不安」「不安」
は保健師課程62.6%に比し看護師課程46.90/0と
少なかった。
養成課程の違いによる携帯電話のイメージを
図1に示した。携帯電話のイメージは「現代的」
「便利」で,次いで「速い」「有能」「重要である」「価
値がある」であった。また,看護師課程が保健
師課程より「便利」(F値=10.197,P<0.002),
「温かい」(F値=4.406,P<0.038)と答えていた。
他の項目においては有意な差を認めなかった。
2.“ECILS"の評価
アンケートは看護師課程61名(回収率76.30/0)
から回答を得た。授業における “ECILS"
利用状況は,「毎回利用」41名(67.2%),「大
体利用」13名(21,30/0)で,「利用しなかった」
3名 (4.90/0),無回答は2名(3.3%)であった。
1).リアルタイムアンケート集計 (表2)
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表]携帯電話とパソコンの利用状況
保健師課程 看護師課程
n=7R
質問項目 選択肢 人数  % 人数  %
?
?
?
?
携帯電話の所持状況
常に持つている
大体持つている
あまり持つていない
全く持っていない
14    467物
16    533引
34    43.6V
41    52.6V
3     3.8V
インター ネットの不可用状況
利用している
利用していない
28    93.3身
2   6.7朝
69    88.591
9    11 5V
不可用している者のうち
インター ネット利用上の不安
①特に不安はない
②それほど不安はない
③少し不安
④不安
6   20.0犠
9   30.0解
8    30.0馴
5    200男
37
10
12
10
53616
14.5%
17.4%
t45%
利用している者のうち
インターネット利用で感じる不安
の内容(複数回答)
0ウィルスの感染が′心配
9個人情報保護に不安
Эどこまでセキュリティ対策を行なえばよいか
④電子的決済手段の信頼性に不安
Эセキュリティ脅威が難解
⑤違法・有害情報が氾濫
Э認証技術の信頼性に不安
Э送信した電子メー ルが届くか
9知的財産の保護に不安
③その他
15    50,0%
10    33.311
13   43.3%
6    20.0%
4   13.3%
7   23.3%
2    67%
5    167%
]
8    103%
2     269%
9    115%
5     64%
10    128%
16   20.516
5    64%
3    3.8%
3    3.8%
1     1.3%
インター ネット利用で感じる不
満、 利用しない理由(複数回
答)
Э特に不満はない
D通信料金が高い
Э機器の操作が難しい
Э情報検索に手間がかかる
Э利用する必要がない
Эインター ネットについてよく知らなし
Э必要な情報がない
Эその他 l 03%
6    200%
15   500%
5   167%
8    26.7%
28    35,9弘
28    35,9貿
4   5,lV
ll    14.1%
1     1.3%
7     9.0%
4   5.1%
3     3.8%
インターネットの契約形態につい
て
Dいくら使っても定額
D上限の金額が決つていてそれ以上は課金
Эパケット課金(都度料金を支払う)
Эわからなヤヽ
21    7009
4    13,39
2  6,7,
3    10.09
49   62.8勁
11    14.1勁
14    17.9財
4  5,1勁
?
?
?
?
′くソコンの保有状況
後い
らる 29    96.79
1   3.39
74   949朝
4  51朝
インター ネットの利用状況
制用している
「U用していない
16    53.39
14    46.79
4     628引
2     87.2身
印!用している者のうち
インター ネット利用上の不安
D特に不安はない
Dそれほど不安はない
Э少し不安
Э不安
1   63,
6   375,
9   56.39
1   6.3〕
15    30.6朝
11    22.4舅
15    306Й
8    16.3朝
リアルタイムアンケート集計は,56.90/0が「良
い」と評価しており,「グラフで見ることがで
きて分かりやすい」「今後の授業に役立つ」「み
んなの考えが分かるからよい」といった肯定的
な意見があった。一方,「通信しながら考える
と時間がかかる」「後から自分で,アンケート
が見られればよりよい」という否定的な意見も
あった。
2)メッセージコミュニケーション(表3,表4)
教員との意見交換や授業への活用を目的とす
る,メッセージ投稿は56.90/0が「良い」と評価
していた。しかし,メッセージ返信に関しては
69.0%が「普通」と評価し,意見の言いやすさ
については「普通」と「良い」がほぼ同じ割合
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リアルタイムアンケー ト集計信頼がある
便利である
速い
温かい
難易である
確実である
有能である
価値がある
重要である
楽しい
悪い
安心がある
安全である
高額である
現代的である
不便である
握い
冷たい
容易である
不確実である
無能である
価値がない
重要でない
楽しくない
良い
不安がある
危険である
安価である
伝統的である
撃子瞑麗露嚢践肇纏
図1 養成課程の違いによる携帯電話のイメージ
であった。また,「メール感覚でやりやすい」
という意見が多かった一方,「このシステムだ
から言いやすいということはなく,(紙で投稿
するのと)変わらない」とする意見やjメッセー
ジ回答機能に関しては「使用していないので分
からない」という意見もあった。
学生間の学びの共有を目的とするラベル
新聞について「良い」とする評価が最 も多
く63.8%,学びの共有のしやすさについても
58.60/Oが「良い」と評価していた。しかし,メッ
セージ検索に関しては「良い」「普通」「悪い」
がほぼ同率であった。自由記載には「学習内容
の確認と共に,学びを深めることができる」「み
んなの考えをまとめることで意見・考えを知る
ことができる」といった意見があった。一方,
「新聞を作った人にしか理解が深まらない」「自
分から見ようという気がなければ,意味がない」
などの意見もあり,共有しようという動機付が
必要であった。また,検索機能について「面倒
だった」という意見が多く,機能の簡便化を求
めていた。
3)出席管理 (表5)
出席管理の機能は60.30/Oが「良い」と評価し
ていた。「すぐに確認でき, よかった」「呼名よ
(自由記載)
・ グラフで見ることができて分かりやすくてよかつた
。今後の授業に役立つ
みんなの考えが分かるからよい
通信しながら考えると時間がかかる
。後から自分で、アンケートが見られればよりよいと思う
表3 教員との意見交換・授業への活用
(自由記載) ※メッセージ新聞 無回答8名
表4 学生間の学びの共有 N=58
(自由記載)
・ 何を学習したのかが確認できると共に,学びを深めることができる
みんなの考えをまとめることで意見'考えを知ることができる
・ コピー ・ペーストが使えるのは大きいが,検索が面倒だった
。新間を作った人にしか理解が深まらないと思う
・ 自分から見ようという気がなければ,意味がないと思った
り時間がかからず講義時間がきちんととれる」
など肯定的な意見があった。一方,「キーワー
ドをメールで人に送れるから,出席していなく
ても分からない」といった懐疑的な意見もあっ
た。
4)メッセージ検索 (表6)
学びの振り返りができるメッセージの管理に
ついては「普通」が多く53.4%,学びの振り返
りのしやすさについては「普通」43.1%と「良い」
46.6%で評価がほぼ同率であった。自由記載で
は「パソコンからも見られるのでよい」「いつ
キI千 吉 ↑早†子
1華♀↑〒「 子
1修♀十 ♀,子
十    †  ♀  毎 早    †   子
|    †  ♀   ↑ ЧよI『  皐    子
| 千♀撃 「 f子
i修♀千早♀子1234567
1鰯 |〒 ↑ 子
i千難 十〒 日
1    子  ♀  ↑.JttF   †  子
| †♀撃 ,「 子
十千♀地学,,子
|†朝H〒 皐子
信頼がない       表2
1注子 ♀ ↑ 〒 ♀ 子
N=58
とくにかなり
悪い 悪い
-2
N=58
蟹ξ砲命V悪い
・ 情報公開の範囲に制限がかけられるのがよい
。発表形式より筆記の方が自分の意見を言いやすい
メー ル感覚でやりやすい
・
「
おラス手ムデ九ヽス言Lヽおすれヽぅl‐>いうこ>ltA(
メッセージ返信を利用したことがないのでよく分からない
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表5 出席管理 N=58
(自由記載)
・ 出席カー ドとそう変わらないけど、パスワード制というのがおもし
ろい
・ 割と簡単だつた
・ すぐに確認できるし、よかった
名前を呼ぷよりも時間がかからず講義時間がきちんととれる
キーワー ドをメー ルで人に送れるから、出席していなくても分か
らない
表6 学びの振り返り N=58
韻〒瞥V瓢ヽ
メッセー ジ管理 ~
(自由記載) ※メッセージ管理 無回答2名
パソコンからも見られるのでよかつた
いうでも見ることができる
・ 紙だと無くす可能性があるが,携帯だとそのような心配がなくてよい
・ 復習が行いやすかつた
。自分自身ではあまり振り返りができなかった
・ 紙ラベルと変わらない
表フ 今後への活用   N=58
薪子悪い
“ECILS"の評価と携帯電話に対するイメージ
街便化を求める意見があった。
Ⅳ.考 察
学生は携帯電話を便利に活用している現状に
あったが,養成課程の違いにより不安の程度や
内容等に違いがみられた。また,携帯電話のイ
メージも養成課程の違いが見受けられ,何れの
項目においてもT検定では有意差を認めなかっ
たが,Leveneの検定では「便利である」と「温
かい」で有意な差を認めた。総合的にみると看
護師課程が保健師課程より携帯電話のイメージ
が良いと考えられる。今回対象とした保健師課
程は看護師課程より, 2年間多く学んでいる状
況にあり年齢も2歳以上年上であることから,
情報モラルの考え方がより成熟しているためと
推祭される。また,通信利用動向調査・世帯編
(総務省,2007)ではインターネット利用で感
じる不安の内容は (複数回答),「ウィルス感染」
66.80/0,「個人情報保護」66.6%,「セキュリティ
対策」57.30/0であり,看護師課程,保健師課程
の延長にある結果と考えられる。“ECILS"
活用の効果に情報管理とモラルの向上が期待で
きることから (吾郷,2007),情報を使いなが
ら情報倫理を育てることが重要と考えられた。
今後への “ECILS"活用について,「普通」
が29.30/0で,「良い」と48.3%が評価しており,「悪
い」は19.0%であった。今後は携帯電話やイン
ターネットに関する正確な情報を提供すること
が,参画支援ソフトウエア “ECILS"の有
効活用につながると推察された。
参画力を育成する目的では,紙ラベルを用
いることもできるが,手書き文字の読みにく
さ, ラベルの管理,情報 (学び)の共有,デー
タ化した情報の後利用などには限界があり,多
くの課題がある。ラベルワークにより参画型
看護教育として効果を示すには,手書きラベ
ルをコンピュータに入力することが必要であ
る。そのためには,労力と時間を要し,学びを
タイムリーに還元できないもどかしさがある。
“ECILS"を活用することで,利便性が向
上し, コミュニケーションツールとしての確実
性から情報活用の広が りが期待できる。今回,
メッセージ検索は31.0%が悪いと評価していた
?????
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・ アンケートやテスHよ,試験勉強にも使えるのでよいと思つた
。便利で使いやすいので,今後も活用していけるといい
。初めは携帯でやることを嫌だと思つていたが,馴れてきたら楽で
上手く利用できるよう1こなりたい
でも見ることができる」「紙だと無くす可能性
があるが,携帯だとそのような心配がなくてよ
い」といった肯定的な意見が多かった。一部に
「自身ではあまり振り返りができなかった」「紙
ラベルと変わらない」といった意見もあった。
5)今後への活用 (表7)
今後への活用として,48.3%が「良い」と答
えており,「アンケートやテストは試験勉強に
も使える」「便利で使いやすいので,今後も活
用していけるといい」「馴れてきたら楽でよかっ
た」といった意見が多くあった。しかし一方で
は,携帯電話の利用料金への不安や検索機能の
かなりとくに
良い 良い
11  2  6
※無回答2名
(自由記載)
紙ラベルの方が確実な気がしてよい
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表8 “ECILS"の教員画面の改善点
機能 内容 07年度 08年度
リアルタイム
アンケー ト集計
アンケー ト集計後
に表示 されるグラ
フの種類
円グラフのみ 円、帯、折れ線のいずれ
かを選択す ることが可
能、凡例が追加 された
メッセージ
コミュニケーション
メッセージCSV
出力
すべてのデータを出力 項目選択、ツー トの指定
をしてから出力が可能
メッセージ
コミュ_ケー ション
学生メッセージヘ
の返信
メッセージを返信 し、
学生が次回ログイン時
に確認
メッセージ返信時にメー
ル通知をする選択項目を
追加
出席管理
キーワー ド入力 全角・半角の区別あり 全角・半角の区別なしに
できる選択項 目を追加
(学生の打ち間違い防止
のため)
出席管理
出席判定基準 講義開始から何分の間
に入力したかを設定
入力時間の日付、時間を
範囲指定可能
出席管理
授業情報変更 な し 授業日程管理画面を新た
に作成し、個々の授業日
に対 しての 日程の変更
や、時間の変更、追加、
削除をすることが可能と
なつた
メンセ~ジ検索 メッセージ検索
(文字検索)
な し 文字検索が可能
メッセージ検索
メッセージ検索
(匿名使用)
匿名投稿の制限なし 匿名投稿を利用させるか
どうかが選択可能
その他 1科ロヘ複数教員
の登録
不可 可育ヒ
が,メッセージを検索して作成するラベル新聞
は63.8%が「良い」と評価し,「悪い」は15.50/O
であった。また,学びの共有のしやすさを「悪
い」と評価したのは8.6%であった。このことは,
“ECILS"が学生の参画力向上に寄与して
いためと考えられる。また,活用した教員は,
教育力向上につながることを実感している。
今回の評価から, “ECILS"の改善点と
して学生と教員画面やメッセージ検索や管理の
方法など,操作性と利便性を向上させる必要が
ある。具体的には,教員画面の改善 (表8),
学生画面の改善 (表9)を行い, システムの利
便性を追求している。また,“ECILS"の
活用方法や利点を学生に知らせることも必要で
あり,改めて活用方法がわかる「学生向けの簡
単マニュアル」を作成・配布するとともに,教
員が活用する利点等を具体的に伝える必要があ
る。
学生の携帯電話を用いることから,契約の内
容により経費が生じることになる。そのため,
科目毎に必要な料金を算出し,学生に伝えて了
解を得ることが重要である。現在,最も高額な
プランでも1パケット0,2円であり,例えばロ
グインしてメッセージ投稿すると63パケットで
あり,約13円となる。また,契約で何らかのプ
ランに入っている場合はこの料金の1/2～1
/4程度になる。シーン毎の料金目安から活用
シーンを考えて計算すると, 1科目200円程度
であり,あらゆるシーンを毎回の授業で使って
も300円程度と考えられる。
看護基礎教育において,株式会社エネックス
が開発した携帯電話を利用した参画支援ソフト
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看護基礎教育における学生参画支援ソフトウェア “ECILS"の評価と携帯電話に対するイメージ
表9 “ECILS"の学生画面の改善点
機能 内容 07年度 08年度
リアルタイム
アンケー ト集計
アンケー ト回答の
履歴確認機能
な し PCよリログイン時に
履歴確認が可能
メッセージ
コミュニケーション
複数項目に対して
のメンセ~ジの連
続入力機能
な し 連続入力が可能
出席管理 出席履歴内容表示 ○×の羅列のみ ○×に日付を対応
簡易理解度測定
(小テス ト)
小テス ト回答履歴 な し PCよリログイン時に
履歴確認が可能
ウェア“ECILS"をうまく活用することで,
学生の学習意欲の向上が期待でき,参画力が身
に付くことが推察される。携帯電話による利便
性から情報管理や情報活用の広がりがあり,教
員の授業支援と教育力向上に寄与するシステム
でもある。今後も, このシステムをイ舌用し,適
切に評価・改善していきたい。
この研究の一部を第18回日本看護学教育学会
(2008年月,つくば市)で発表した。
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